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神は言われた。「見よ、全地に生える、種を持つ草と種を持つ実をつ

ける木を、すべてあなたたちに与えよう。それがあなたたちの食べ物

となる。」 

       （創世記 1 章 29 節） 

 

正門より甲山を望む（西宮上ケ原キャンパス 1930 年頃） 

 

関西学院宗教センター



 

 

一粒の麦 
 

土井 恵理子 
 

ひと月ほど前に、義父を天に見送りました。秋風が心地よく、木々が色づく準備を始めるころ、

その穏やかな人柄に似合った美しい季節に。 

嫁いだ際に、義父は私に「嫁ではなく、娘になったのだと思いなさい」と言いました。長く暮

らした関東の実家を離れ、知人のひとりもいない関西に移り住んだばかりの私に、その温かな言

葉がしみいりました。その言葉どおり、旅先からは小さな土産が、季節の折々には葉書が届き、

行く先々では「娘です」と私を紹介してくれました。ですから、私も義父ではなく、「父」と書

くことにしましょう。 

夏の終わりごろから父の体調が思わしくなく、9月にはホスピスに入院することとなりました。

コロナ禍の影響により面会は著しく制限されたため、父は自宅に帰ることを切望していました。

その願いがかなって、10月半ばに 2泊 3日の一時退院となりました。 

その夜は家族 7人が食卓を囲み、父のリクエストであった「牛とじ丼」をいただきました。和

気あいあいと、にぎやかな夕食でした。想い出の写真を眺め、話に花が咲きました。父は京都の

観光に長年従事していたため、「元気になったらまたあちこち案内してあげようね」と家族に語

りかけました。その翌週、父は神様のみもとに先立ちました。 

父が病に伏しているときには、先行きを思うと気持ちがふさぎ、心配がつのりました。しかし、

別れを終えた今ではむしろ、いつもすぐそばにいて、語りかけることができる存在です。心の揺

れるときには、相談相手として寄り添ってくれるようです。 

見送った日の秋の美しい夕暮れ、京都のあちこちの名所、牛とじ丼…この先、私に力を与えて

くれるものが、またいくつも増えました。握った手のぬくもりが、今も私の掌の中にあります。

家族の絆が、よりいっそう深まりました。 
 

一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままである。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。

（ヨハネ 12：24） 
 

収穫の恵みに感謝するとき、私たちは大切な人とともに集い、実りを迎えた収穫物の命を分か

ち合います。食べ物も、家族も、食卓も、すべては神様のはからいの内にあります。命の営みと、

そのつながりのすべてに感謝して、収穫感謝祭を迎えたいと思います。 

（初等部教諭） 



 

 
チャペルアワー スケジュール 

 
西宮上ケ原キャンパス、西宮聖和キャンパス・・・10:30-11:00 
神戸三田キャンパス・・・10:40-11:10 

 
11/21 月   

  神 能勢 岳史（日本キリスト教団 千里ニュータウン教会） 

  経 李 相勲（宣教師、経済学部専任講師） 

  人 クランツ作り 米谷 友里子（教務補佐） 

  建 Bhim Bahadur Rai（アジア学院西日本キャラバン） 

  聖和 小山クラス ダッドレーチャペル 

 

22  火   

   神 Daniel H. Dellming（宣教師、高等部教諭） 

  文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  社 大切なこと⑧ 松宮 園子（社会学部教授） 

  法 Margareth Marta Roida Sianipar（アジア学院西日本キャラバン） 

  経 小見 のぞみ（聖和短期大学教授・宗教主事） 

  商 木原 桂二（宗教主事） 

  国 岩城 周子（国際学部事務長） 

  理・工・生環  本間 優太（日本キリスト教団 神戸雲内教会牧師） 

  総 Bhim Bahadur Rai（アジア学院西日本キャラバン） 

  教 Jonathan McCurley（アジア学院西日本キャラバン） 

 
24 木   

   神 神学を学ぶ⑬ 中道 基夫（院長） 

  文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  社 大切なこと⑨ 鈴木 慎一郎（社会学部教授） 

  法 本田 哲郎（フランシスコ会司祭・釜ヶ崎反失業連絡会共同代表） 

  経 人間を考える⑪（最終回） 古村 聖（経済学部准教授） 

  商 高森 桃太郎（商学部准教授） 

  人 Jonathan McCurley（アジア学院西日本キャラバン） 

  国 Chapel in English 吉村 祥子（国際学部教授） 

  総 テュアン シャンカイ（総合政策学部卒業生） 

  聖和 収穫感謝礼拝／Margareth Marta Roida Sianipar（アジア学院西日本キャラバン） 

 
25 金   

  神 芦名 定道（神学部教授） 

  文 Chapel in English  Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  経 アドベントを覚えて① 舟木 讓（宗教主事） 

  院 音楽チャペル 学生チャペルオルガニスト  於：ランバス記念礼拝堂(NUC) 

  理・工・生環  Margareth Marta Roida Sianipar（アジア学院西日本キャラバン） 

  

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
◇ランバス早天祈祷会 毎週金曜日 ８：１０～８：３０  ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原） 

１１月２５日（金） アドベントを迎えるにあたって  李 善惠（宣教師、人間福祉学部教授） 
毎週金曜日、各テーマに沿ったお話を聞き、参加者で祈りを捧げています。学生・教職員の方々に 
開かれた祈祷会です。ランバス礼拝堂と Zoom 併用で実施しておりますので、ぜひご参加ください。 

Zoom でご参加希望の教職員・学生の方は、宗教センター（shukyocenter@kwansei.ac.jp)へ 
①メールアドレス②お名前③所属④関学との関係（学生等）をメールでお知らせください。 



 

 

●院長室から発信！ ビデオメッセージ 「風に思う」 配信のご案内 
院長室からのビデオメッセージ「風に思う」の配信が始まりました。毎回、聖書の言葉 

を取り上げ、それが今を生きる私たちに何を語るか、短くお話しします。キャンパスの 

美しい風景と合わせて、関西学院の中心となる精神に触れてください。 

（月２回程度で更新されます） 

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou「風に思う」関西学院 院長室からのメッセージ(HP) 
 

●ウクライナ企画第二弾「バンドゥーラコンサートと講演会 〜長引く戦禍と支援現場から〜」 
ウクライナ人で日本で民族楽器バンドゥーラ奏者として活躍されているカテリーナさんと日本 YMCA同

盟の主事でウクライナからの避難者の支援活動に取り組んでおられる横山由利亜さんをお招きしまし

た。バンドゥーラの演奏とウクライナ避難者の渡航、日本での生活・自立に向けての伴走支援の報告に

耳を傾け、ウクライナそして平和への思いを強くしたいと思います。 

どなたでもご参加になれますのでどうぞお越しください。   

と き：１１月２１日（月）１５：１０～１６：５０ 

ところ：西宮上ケ原キャンパス 中央講堂 

主 催：関西学院 

 

●関西学院会館ベーツチャペル日曜礼拝 
 授業期間中の第二・第四日曜日（原則）の午前 10時から関西学院会館ベーツチャペルでは日曜礼拝を

行っております。どなたでも（クリスチャンでなくとも）ご参加できますのでどうぞお越しください。 

１１月２７日（日） １０：００～１１：００ 

 
●大阪梅田キャンパスクリスマス 
阪急大阪梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー１４階の大阪梅田キャンパス（１４０５教室）では、

大学院授業期間中の月１回木曜日にチャペルアワーを開催しています。 

１２月は曜日と時間帯を変更してミニコンサートとクリスマス礼拝を実施いたします。 

【どなたでもご自由にご参加ください。】 

   １２月７日（水） 

１７：００～１７：２０「ハンドベルクワイアによるミニコンサート」／１Ｆガレリア 

１７：５０～１８：２０「クリスマス礼拝」打樋 啓史（宗教総主事）／１４０５教室 
 

●第２２４回ランバス演奏会「キャロルとララバイ」 
平井満美子と佐野健二のデュオは世界でも数少ないルネサンス、バロックリュート歌曲のスペシャリストで

す。ランバスチャペルに響く歌とリュートの音色をたっぷりお楽しみください。（入場無料／予約不要） 

出演者：平井満美子（歌） 佐野健二（リュート） 

 と き：１２月９日（金）１７：００～１８：１０ 

 ところ：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス） 

 主 催：関西学院宗教センター 0798-54-6018 

 
●ボランティアに関心がある皆さんへ（ヒューマン・サービス支援室からお知らせ） 

単発のボランティアや継続して関わるボランティア団体・サークルの紹介をしています。 

［ボランティア参加までの流れ］ 

https://www.kwansei.ac.jp/c_volunteer/c_volunteer_m_001740.html 

［相談予約・お問い合わせフォーム］  

個別にボランティアの紹介や相談対応をしています。 

https://onl.tw/UBvnyqX 

 
●「関西学院クリスマス at ザ･シンフォニーホール」チケット販売のお知らせ 

３年ぶりに関西学院最大のクリスマス行事が大阪のザ･シンフォニーホールで開催されます。 

参加費（入場料）は宗教活動委員会を通して関連団体に献金させていただきます。 

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou
https://onl.tw/UBvnyqX


 

日 時：２０２２年１２月２０日（火）１７：３０開場 １８：３０開始 ２０：５０終了 

会 場：ザ・シンフォニーホール（大阪市北区大淀南 2-3-3） 

内 容：第一部・・・聖書朗読と音楽で綴る降誕物語とクリスマスメッセージ 

    第二部・・・学院の音楽団体とゲストによるクリスマスコンサート 

参加費：２１００円 当日座席指定（１６：３０より座席券と交換） 

チケット販売 

＊関西学院大学生協 tel.0798-53-5150（NUC, KSC, NSCで販売） 

＊チケットぴあ Ｐコード ２２６－５７２ 

＊ぴあ取扱いのコンビニエンス・ストア：セブン・イレブン、ファミリーマート 

＊ザ・シンフォニーチケットセンター tel.06-6453-2333（火曜定休） 

（ザ・シンフォニーホール内） 

主 催：関西学院  共 催：関西学院後援会・関西学院同窓会 

問合せ：関西学院宗教センター tel.0798-54-6018 

 
●「チャペル週報」のバックナンバー(2005年以降)は下記で閲覧できます。 

  URL：https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/weekly/ 
 

関西学院宗教センター 

https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/ 

https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/weekly/
https://www.kwansei.ac.jp/c_christian/index.html

